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2017 年度 JSiSE 全国大会(第 42 回)のご案内 

 

2017 年度全国大会の開催日と開催場所が 

決まりました。 

 
 

開催日： 2017 年 8 月 23 日(水)～25 日(金) 

開催 

場所： 

北九州国際会議場 

http://www.convention-a.jp/kokusai-kaigi/

 

 

是非ご参加ください。 

大会の詳細は、随時Webサイト等でご案内いたします。 
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特集号論文募集 

―安心・安全な社会に貢献する教育システム― 

―プログラミング・情報技術教育に関する実践・支援システム― 

 

本特集号では，近年社会における需要が急速に高まっている 2 つのテーマ，「安心・安全な社会に貢献

する教育システム」と，「プログラミング・情報技術教育に関する実践・支援システム」に関する論文を

募集いたします．当該分野における新たな教育支援技術，ならびに当該分野の技術を応用した教育実践

に関する研究開発の論文を幅広く募ります．一般論文・実践論文のみならず，ショートノート・実践速

報としてのご投稿も歓迎いたしますので，奮ってご投稿ください． 

 

1. 対象分野 

A) 安心・安全な社会に貢献する教育システム 

教育・学習は，安心・安全な社会を基盤としてより良く発展していきます．しかし，安心・安全な社

会を維持するために我々が取り組むべき課題は多様かつ複雑化しています．このような状況において，

大規模自然災害やテロリズムのみならず，事故や感染症など日常生活に潜むさまざまなリスクについて

教育・学習することは重要であり，安心・安全な教育・学習環境を構築することも急務です．これらの

ことに ICT が大きな役割を果たすことは言うまでもなく，安心・安全な社会に貢献する教育システムの

充実が期待されています．そこで本特集号では，防災・減災，医療・看護・福祉，セキュリティ，情報

モラル，情報リテラシ，情報・教育インフラなどの幅広いトピックを対象に，安心・安全な社会に貢献

する教育システムに関する論文を広く募集いたします． 

 

B) プログラミング・情報技術教育に関する実践・支援システム 

従前より ICT 技術者を目指す学生や，関連業種に就いた際の研修などにおいて，プログラミングおよ

び情報技術（ネットワーク，データベースなど）の教育が重視されてきました．一方，ICT 技術は社会

において遍在的な存在となっており専門的な技術者育成の場以外においても，これらの教育が広く実施

されつつあります．特に近年においては，情報教育の一環として小・中学生，高校生に対してプログラ

ミング教育の導入が順次進められているとともに，私塾においてプログラミング学習の場が設けられる

ようになっています．また，中等教育においては，プログラミングのみならず，情報科学・技術の基礎

について学習することも求められています．以上の背景をふまえて，本特集号ではこのような状況の中，

様々な学習者に対して必要とされるプログラミング・情報技術教育に関する実践や支援システムについ

ての論文を広く募集いたします． 

 

2. 論文種別 

通常と同様，すべての種別（一般論文，実践論文，ショートノート，実践速報）の論文を募集します．

なお，査読結果により，異なる種別での採録となる場合もあります．また，編集委員会の判断で，一般

投稿論文として扱うことになる場合もあります．あらかじめご了承ください． 
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3. 投稿要領 

  教育システム情報学会学会誌原稿執筆要領に準じます．詳細は教育システム情報学会の Web ページで

確認してください． Web 投稿の際には以下の点にご注意ください． 

 「投稿種別」で「特集号」を必ず選択してください． 

 A)，B)のうちどちらのテーマに関する論文であるかを，投稿情報入力の際に「事務局への連絡事項」

の欄に明記してください． 

 特集論文研究会（2017 年 3 月 18 日（土）開催予定）で発表を行った方は，投稿情報入力の際に 「事

務局への連絡事項」の欄に，特集論文研究会での発表題目と発表番号を記載してください． 

 英文で投稿される場合は，本会英文誌へ投稿してください．英文誌においても同一特集名の特集号

論文として取り扱い，和文誌と同様のスケジュールで査読を行います． 

英文誌ホームページ：http://www.jsise.org/journal/journal_en.html 

 

4. スケジュール 

 特集論文研究会：2017 年 3 月 18 日（土） 

 会場：北九州市立大学 

 発表申込締切：2017 年 1 月中旬／原稿提出締切：2017 年 2 月初旬 

 論文投稿締切：2017 年 6 月 5 日（月） 

 掲載予定巻号：2018 年 4 月 1 日発行予定の学会誌（Vol.35，No.2） 

（採録通知送付予定：2017 年 11 月初旬頃） 

 

5. 特集号編集委員会 

委員長：小西達裕（静岡大学） 

副委員長：瀬田和久（大阪府立大学），西野和典（九州工業大学） 

幹事：田中孝治（北陸先端科学技術大学院大学），布施泉（北海道大学），笠井俊信（岡山大学），光原弘

幸（徳島大学），國宗永佳（信州大学） 

委員：学会誌編集委員，特集号編集委員 

 

6. 問い合わせ 

 特集号全般に関する問い合わせ： 

      特集号編集委員会副委員長 瀬田和久（大阪府立大学） 

      E-mail: seta@mi.s.osakafu-u.ac.jp 
 

 Web 投稿に関する問い合わせ： 

     教育システム情報学会編集事務局 

     電話：03-5389-6492，E-mail: jsise-edit@bunken.co.jp 

     〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-19 株式会社国際文献社 長澤 
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Call for Papers 
The Journal of Information and Systems in Education, Vol.16 

 

*It is published as Open Access Journal through J-STAGE. 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ejsise 

*All articles are available through leading search engines and academic information services, such 

as Google Scholar and CiNii. 

https://www.jstage.jst.go.jp/pub/html/AY04S510_en.html 

 
JSiSE (Japanese Society for Information and Systems in Education) has published The Journal of 
Information and Systems in Education since 2002. The editorial committee of the journal welcomes 
submissions of articles for Volume 16 of the journal. 

Computers and network communications technology, which are the bases of information 
communication technology (ICT), have infiltrated various aspects of education, including styles of 
teaching and learning activities. Elementary, higher, enterprise, and lifelong educational institutions 
are incorporating various kinds of ICT equipment in synchronous and asynchronous learning. Many 
advanced companies have identified that “e-learning” frameworks are very important to their 
employees in order to acquire knowledge and skills depending their jobs. In these developing 
environments for e-learning, learning technology research and contribution are getting increased 
attention for effective and successful e-learning. Although research in this area has continued for 
over 50 years, it remains one of the most critical issues for learning activities today. 

The Journal of Information and Systems in Education aims to spread outstanding research 
and practice results in the field of learning technology to professionals all over the world. To 
contribute the progress of learning technology research and practice, researchers and practitioners 
are encouraged to submit their advanced results in the topics below. 
 
Scope: 
The topic of papers includes but is not limited to: 

・ Learning technology systems: infrastructure, frameworks, architectures, etc. 
・ Methodology and pedagogy of e-learning: collective, instructional, collaborative, etc. 
・ Administration, maintenance, and evaluation of e-learning activities 
・ Core technology related to learning technology: database, artificial intelligence, etc. 
・ Sciences related to learning technology: cognitive science, educational psychology, etc. 

 
Important Date: 

Submission Deadline: 14 December, 2016 (Extended) 
Instruction for Manuscripts: 

Please refer to the “Authors Instruction” in the JSiSE Web site below in preparing manuscripts for 
submission. 
http://www.jsise.org/journal/pdf/AuthorsInstruction.pdf 

Paper Submission: 
Authors must submit their papers through the web submission system at: 
https://bunken.org/jsise/journal_e/applicant/login.html 

Publication: 
For papers submitted before the submission deadline, notification of acceptance or non-acceptance 
will be sent to the author by the end of June 2017. 
Accepted papers will be appeared in Vol. 16 (2017) after proofreading and so on. 
http://www.jstage.jst.go.jp/browse/ejsise/ 

 
Contact Address: 

JSiSE International Journal Editorial Office 
E-mail: jsise-edit@bunken.co.jp  
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教育システム情報学会英文誌論文募集（Vol.16 冬期募集） 

The Journal of Information and Systems in Education，Vol. 16 

 

現在論文投稿を募集している教育システム情報学会英文誌，Vol. 16 の投稿締切を延長しました． 

延長後の締切は１２月１４日となります．ただし，１２月７日までに草稿を投稿していただくようにお

願いします．１２月１４日まで修正可能です． 

 

※J-STAGE をプラットフォームとしたオープンアクセスジャーナルです． 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ejsise 

※J-STAGE を通して，Google Scholar，CiNii を初めとする国内外の主要な検索エンジンや学術情報サー

ビスと連携しており，掲載された研究成果は国際的にも認知可能となります． 

https://www.jstage.jst.go.jp/pub/html/AY04S510_ja.html 

 

 

教育システム情報学会では，2002 年から毎年定期的に英文誌：The Journal of Information and Systems 

in Education を発行しています．2011 年からは，J-STAGE をプラットフォームとしたオープンアクセス

ジャーナルに移行し，国際的な発信力を強化しています．このたび，Vol.16 に掲載する論文を募集いた

します．教育システム情報に関連した領域全般を対象としておりますので，是非，この機会に多くの方々

にご投稿いただき，革新的な研究成果，ユニークな実践等を世界に向けて積極的に発信していただきた

いと思います．下記の要領に沿って，ご投稿いただきますよう，お願いいたします． 

 

○論文種別： 

原著論文(Original Paper)，実践論文(Practical Paper)， 

ショートノート(Short Note)，実践速報(Report on Practice) 

 

○投稿締切： 

2016 年 12 月 14 日（延長しました） 

締切までに投稿いただいたものは，2017 年 6 月末までに採否を通知する予定です．採録された論文につ

いては校正等の手続きを経たうえで順次 Vol.16(2017)に掲載させていただく予定です． 

 

○投稿要件 

・論文は他学会において査読中でないこと，そして，その主要部分が未発表であること．ただし，国際

会議，学会の大会，研究会等で口頭発表した内容をまとめたものは投稿することができます． 

・投稿者は本会会員である必要はありませんが，本会会員である場合には掲載料に会員の価格が適用さ

れます．投稿者が 2 名以上の連名の場合は，そのうち少なくとも 1 名が会員であれば，掲載料に会員価

格が適用されます． 
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○原稿執筆要領： 

英文論文誌もしくは下記の URL を参照してください ． 

http://www.jsise.org/journal/pdf/AuthorsInstruction.pdf 

 

○投稿方法 

※電子投稿システムを利用して投稿を行ってください． 

・下記 URL より電子投稿用 Web ページにアクセスしてください． 

  https://bunken.org/jsise/journal_e/applicant/login.html 

・初めて電子投稿システムを利用する場合は，まず利用者用 ID の発行手続きを行ってください． 

・投稿論文は印刷イメージに近い書式で PDF ファイルとして作成し，アップロードしてください． 

 

※査読・判定結果の言語の希望（英語または日本語）を電子投稿システムの「Comments to the Editorial 

Office」欄に記入してください．希望の記入がない場合，言語は英語になります．なお，希望にそえない

場合がありますので，予めご了承ください． 
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2016 年度 研究会開催スケジュール 

 

第３回研究会（担当：小西達裕，林 敏浩，安間文彦） 

◆ テーマ：ICT を利活用した高等教育機関の教育連携／一般 

◆ 日 程：１０月１日（土） 

◆ 場 所：香川大学 幸町キャンパス 

◆ ＵＲＬ：http://www.jsise.org/society/committee/2016/CFP_3rd.html 

第４回研究会（担当：小尻智子，曽我真人，長谷川忍，柏原昭博） 

◆ テーマ：身体知・経験知に関わる学習支援／一般 

◆ 日 程：１２月１０日（土） 

◆ 場 所：近畿大学 東大阪キャンパス 

◆ ＵＲＬ：http://www.jsise.org/society/committee/2016/CFP_4th.html 

第５回研究会（担当：光原弘幸，佐々木整，三石 大） 

◆ テーマ：新技術による教育・学習環境の構築と教授設計／一般 

◆ 日 程：１月７日（土） 

◆ 場 所：愛媛大学 

◆ ＵＲＬ：http://www.jsise.org/society/committee/2016/CFP_5th.html 

第６回研究会（担当：西野和典，鷹岡亮，浅羽修丈，西端律子） 

◆ テーマ：ICT を活用したアクティブ・ラーニング／新教育課程／一般 

◆ 日 程：３月１８日（土） 

◆ 場 所：北九州市立大学 

※ 特集研究会と同時開催 
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(5)14:00～14:30 

物語文における意図理解支援のための擬似力覚呈示とその評価 

 ○梅津和朗，柏原昭博（電気通信大学大学院） 

(6)14:30～15:00 

多様な手本動作をリアルタイムに提示する動作学習支援システムの提案と構築 

 ○吉永稔弘（和歌山大学大学院），曽我真人（和歌山大学） 

■懇親会： 

18:00～ 懇親会を ET 研と合同で開催予定です．場所は，近鉄長瀬駅もしくは布施駅近辺を予定してお

ります．予約が必要です． 

■お問い合わせ先： 

 和歌山大学システム工学部 曽我真人 

 E-mail : soga@sys.wakayama-u.ac.jp 

 

＊各予稿を Web 上からダウンロードするためには、研究会当日に予稿集を購入し(1000 円)、渡されるパ

スワードが必要です。なお、年間購読(4,000 円)を申し込まれている方には、研究会開催日の約 1 週間前

から会員専用マイページで研究会報告ファイルがダウンロード可能となる予定です。 

＊年間購読を申し込むと、年 6 回の定例研究会と 1 回の特集研究会の計 7 回分の研究報告を読むことが

できます。申込方法等は、こちら（http://www.jsise.org/utility/information/20160222.html）をご覧く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

担当：光原弘

鷹野孝
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テスト理論に基づいた項目分析支援システムの作問現場での活用と評価 

   〇林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳（岩手県立大学大学院） 

(3) 11:10～11:35 

変容的形成的評価をベースとした LAK システムのデザインの検討 

   〇太田剛（放送大学大学院），森本容介，加藤浩（放送大学） 

(4) 11:35～12:00 

自己調整学習を主題とするビデオとオンラインレポートを活用した授業実践における学習者の意

識調査 

  〇仲林清（千葉工業大学／熊本大学） 

 

12:00～13:30 昼食（1時間 30 分） 

 

(5) 13:30～13:55 

教材の配置支援ツール開発に向けた既存コースの分析 

  〇大西淑雅，山口真之介，西野和典（九州工業大学） 

(6) 13:55～14:20 

フランス詩を用いたフランス語学習 WEB サイト「ぽえふら」の設計と構築 

  〇廣田大地（神戸大学） 

(7) 14:20～14:45 

聞き取り箇所の正答率集計機能を備えた英語リスニング学習支援システムの開発 

  鷹野孝典，〇栗原準，石川俊明，上村航平，笠井貴之（神奈川工科大学） 

(8) 14:45～15:10 

大規模コーパスを用いた言語処理に基づく英語複合名詞の学習支援 

  〇岩田陽也，梅村祥之（広島工業大学大学院） 

(9) 15:10～15:35 

英語プレゼン学習支援アプリケーションにおける音声特徴抽出アルゴリズムの検討 

  〇窪田知也，堀智子，吉本定伸，小嶋徹也（東京工業高等専門学校） 

15:35～15:45 閉会挨拶（10 分） 

 

[Ｂ会場] 

(10)10:20～10:45 

Penumbral Tourism：観光を指向した ICT 活用型防災教育の提案 

〇光原弘幸（徳島大学大学院），井上武久，山口健治，武知康逸，森本真理（株式会社オプトピア），

上月康則，井若和久，獅々堀正幹（徳島大学大学院） 

(11)10:45～11:10 

Google ストリートビューを用いたバーチャル避難訓練システム 

〇室川優希（徳島大学工学部），光原弘幸（徳島大学大学院），井上武久，山口健治，武知康逸，

森本真理（株式会社オプトピア），上月康則，井若和久，獅々堀正幹（徳島大学大学院） 
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(12)11:10～11:35 

Android タブレット端末を用いた小学校での安全マップ活動支援アプリケーションの機能改善 

〇戸松和紀，松岡利人，渥美亮祐，吉本定伸（国立東京工業高等専門学校） 

(13)11:35～12:00 

タブレット PC を用いた肢体不自由者の入力操作測定用アプリケーションの開発 

〇細川良輔，吉本定伸（東京工業高等専門学校），金森克浩（独立行政法人国立特別支援教育総合

研究所），佐野将大（香川県立高松養護学校） 

 

12:00～13:30 昼食（1時間 30 分） 

 

(14)13:30～13:55 

キネクト v2 による肢体不自由者向け腕トレーニングシステムの改善 

  〇佐藤万里樹，吉本定伸（国立東京工業高等専門学校），谷本式慶（東京都立八王子東特別支援学

校） 

(15)13:55～14:20 

Android 端末を用いた認知機能評価のためのアプリケーション開発 

  〇松岡利人，渥美亮祐（国立東京工業高等専門学校），小久保奈緒美，横井優磨（国立精神・神 

経医療研究センター），齊藤勇二（国立東京工業高等専門学校），村田美穂，堀越勝（国立精神・ 

神経医療研究センター），吉本定伸（国立東京工業高等専門学校） 

(16)14:20～14:45 

ロボットを活用した小学生のための認知症サポーター育成教材の開発 

  〇村嶋琴佳（大阪府立大学），桝田聖子（関西医療大学），真嶋由貴恵（大阪府立大学） 

(17)14:45～15:10 

食育支援システムの開発と効果 ～児童と保護者双方の食生活の改善～ 

  アブドサラムダウティ（新疆大学），〇清水佑起（東京電機大学），中山洋（東京電機大学） 

(18)15:10～15:35 

プログラミング教育のためのメモ用紙活用における電子ペーパー利用の試み 

  〇伊藤恵，椿本弥生，白石陽，奥野拓（公立はこだて未来大学） 

 

■懇親会 

研究会終了後，愛媛の名物料理を囲む懇親会を開催する予定です．懇親会等についての問い合わせや

参加希望のご連絡は下記の担当者までご連絡ください． 

 

■研究会案内・お問い合わせ 

 第5回研究会担当委員（代表：徳島大学理工学部 光原 弘幸） 

 E-mail: jsise-sig-5th@googlegroups.com 
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■オンライン講演申込・原稿投稿方法： 

  http://www.jsise.org/society/committee/pdf/manual.pdf 

 

■発表時間は 25 分（発表 17 分, 質疑 7 分, 入れ替え 1 分）を予定しております．  

 

■懇親会：特集号研究会と合同で，小倉駅付近で懇親会（4,000〜5,000 円程度）を予定しております．

後日，第 6 回研究会 Web ページに申込方法（申込先や申込締切日等）を掲示しますので，ご覧下さい． 

 

■お問い合わせ先：浅羽修丈（北九州市立大学，第 6 回研究会担当委員） 

E-mail : n-asaba＠kitakyu-u.ac.jp  

(「＠」の部分は、半角の「@」に変えて下さい) 
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度特集論文
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テムに関する

実践・支援シ

業種に就いた

ど）の教育が

術者育成の場

教育の一環と

に，私塾にお

は，プログラ

上の背景をふ

報技術教育に

誌論文特集と連

させていただ

希望されます

文研究会

，國宗永佳

田中孝治（北

― 

実践・支援シ

市小倉南区北

gata.html 

く発展してい

複雑化してい

など日常生活

学習環境を構

，安心・安全

本特集論文研

情報・教育イ

る研究発表を

システム 

た際の研修な

が重視されて

場以外におい

として小・中

おいてプログ

ラミングのみ

ふまえて，本

に関する実践

連動した企画

だきます．発

す場合には，

発表募集

佳（信州大学

北陸先端科学

ステム― 

北方 4 丁目 2

いきます．し

います．この

活に潜むさま

構築すること

全な社会に貢

研究会では，

インフラなど

を広く募集い

などにおいて

きました．一

いても，これ

中学生，高校

グラミング学

みならず，情

本特集論文研

践や支援シス

画となってお

発表者は，コ

研究会委員

集 

学）， 

学技術大学院

2 番 1 号） 

しかし，安心

のような状況

まざまなリス

とも急務です

貢献する教育

防災・減災

どの幅広いト

いたします．

て，プログラ

一方，ICT 技

れらの教育が

校生に対して

学習の場が設

情報科学・技

研究会では，

ステムに関す

おり，希望者

コメント希望

員ならびに編

院大学） 

心・安全な社

況において，

スクについて

す．これらの

育システムの

災，医療・看

トピックを対

 

ラミングおよ

技術は社会に

広く実施 さ

プログラ ミ

けられる よ

術の基礎 に

様々な学習

する研究発表

者には本特集

望の有無で 2

編集委員会委

社

て

の

の

看

対

よ

に

さ

ミ

よ

に

習

表

集

2

委
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員が分担して，ご提出いただいた研究会原稿を拝読し，研究会での発表時にコメントを提供させていた

だきます．このコメントを参考にしていただき，論文特集にご投稿いただきたいと考えております．多

くの発表申し込みをお待ちしております． 

[学会誌特集号の論文募集はこちら]（http://www.jsise.org/journal/cfp2017_offer.html） 

 

■主な対象分野 

本特集論文研究会では，近年社会における需要が急速に高まっている 2つのテーマ，「Ａ）安心・安全

な社会に貢献する教育システム」と，「Ｂ）プログラミング・情報技術教育に関する実践・支援システム」

に関する研究発表を広く募集いたします．キーワードは，次の通りですが，これに限定されるわけでは

ありません．Ａ），Ｂ）のテーマのいずれかに関わる研究であれば，本研究会の対象となります． 

Ａ）防災・減災，医療・看護・福祉，セキュリティ，情報モラル，情報リテラシ，情報・教育インフラ，

安全教育，ビッグデータ，ゲーミング・シミュレーション，可視化，GIS（地理情報システム），IoT，SNS，

VR/AR，モバイル／ユビキタスシステム，センシングシステム，クラウドコンピューティング，携帯情報

端末，マルチメディア，リスクマネジメント，認知・心理，教師教育，安心・安全の評価 など 

Ｂ）情報通信技術，情報科学，初学者向け教育，技術者育成，初等教育，中等教育，高等教育，プログ

ラミング言語，ビジュアルプログラミング環境，アルゴリズム，モデリング，アンプラグド・コンピュ

ータサイエンス，論理的・創造的思考，プログラミング的思考，computational thinking，ネットワー

ク，データベース，ハードウェア連携，計測・制御，IoT，ICT 環境整備，教員研修 など 

■発表申込および原稿提出方法 

注）研究会予稿集電子化に伴い，「執筆要項」や「講演申込・原稿の投稿方法」を変更致しました．以下

のページをご確認ください． 

・研究会執筆要領：http://www.jsise.org/society/pdf/format.pdf 

・研究会報告見本：http://www.jsise.org/society/pdf/sample.pdf 

・研究会報告ひな形：http://www.jsise.org/society/doc/sample.docx 

・オンライン講演申込・原稿投稿方法：http://www.jsise.org/society/committee/pdf/manual.pdf 

注）コメント希望の有無は，オンライン講演申込の際に，「論文閲読希望」欄にご入力ください．コメン

ト希望有の場合は加えて，「要旨」欄の末尾に投稿予定カテゴリ（一般論文，実践論文，ショートノート，

実践速報，未定）をご記入ください．講演申込後にコメント希望を変更される際は，オンラインで変更

してください．変更できない場合は，下記の担当者までご連絡ください． 

・「有」の場合の発表時間は 40 分（発表 20 分，質疑 20 分）を予定 

・「無」の場合の発表時間は 25 分（発表 20 分，質疑 5分）を予定 

■懇親会 

研究会終了後，第 6 回研究会 と合同で懇親会を予定しています(会費は 4,000～4,500 円を予定)．懇

親会についての問い合わせや参加希望のご連絡は下記の担当者までご連絡ください．参加人数を把握す

るために，2017 年 2 月末日までにお申し込みをよろしくお願いいたします． 

■研究会案内・お問い合わせ 

・特集論文研究会案内：http://www.jsise.org/society/committee/2016/PROGRAM_special.html 

光原弘幸（編集委員会・幹事） E-mail: mituhara@is.tokushima-u.ac.jp 



 
 

 

 研究会の研

 研究報告

年度 155 件

印刷媒体

煩雑であっ

オンデマン

す． 

つきまし

も電子媒体

 

 年間購読

 当日販売

 

新規での

願いします．

すでに年

いただきます

 

1) 年会費納

てくださ

   ====
   ※研

   会員

   お名

   所属

   連絡

   ====
2) 手続き終

3) マイペー

 

※年会費納入

ださい．年

 

 

 
研究

研究報告が，

は，現在 30 巻

件，2014 年度

での研究報告

たかと思いま

ドな閲覧が可

ては，研究会

として販売す

読：4,000 円

売：1 冊 1,0

「年間購読」

．以下の手順

間購読をして

す． 

納入手続きの

さい． 
=========

研究報告年間購

員番号（お分

前： 
属： 
絡先 e メール

=========
終了後，事務

ージから年会

入後に「年間

年間購読の請

究会報告

，2016 年度

巻を数え，こ

度 139 件の発

告では，研究

ますが，この

可能となり，

会報告の「年

する予定です

円（定例研究

000 円 

」申込みにつ

順でお申し込

ていただいて

の前に，下記

=========
購読希望 
かりであれば

アドレス： 
=========
務局より会員

会費と合わせ

間購読」を申

請求書をお送

の電子化

度から電子化

これまで教育

発表論文）を

究会当日の閲

のたびの電子

，さらに保管

年間購読」の

すが，年間購

究会年 6 回，

つきましては

込みください

ている方は手

記フォームに

==== 

ば）： 

==== 
員種別変更完

せて年間購読

申込みご希望

送りし，会員

 17

化のお知ら

化されること

育システム情

を掲載し，大

閲覧のために

子化によって

管などの手間

のお申し込み

購読がお得と

特集研究会

は，年会費を

い． 

手続き不要で

にて事務局（

完了のご連絡

読費をお支払

望の場合は，

員種別変更の

らせと年間

になりました

報学に関して

大変多くの皆

に持ち運びが

て，オンライ

間もなく，益

みをご検討い

となっており

会 1 回，計 7

をお支払いい

です．自動的

（secretariat

絡を差し上げ

払いください

事務局（se

の手続きを進

間購読の申

た！ 

て毎年 150 件

皆様にご購読

が必要であっ

イン上で研究

益々便利に活

いただければ

ます． 

回分を含む

いただく前に

的に研究報告

t@jsise.org）

ます． 

． 

ecretariat@j

進めさせてい

申込みにつ

件程度の研究

読いただいて

ったり，保管

究成果のタイ

活用できるよ

ば幸いです．

む） 

に会員種別変

告の電子化に

まで年間購

jsise.org）ま

いただきます

ついて 

究成果（2013

参りました．

管や管理等が

イムリーかつ

ようになりま

研究会当日

変更申込をお

に移行させて

購読申込をし

までご連絡く

す． 

3

． 

が

つ

ま

日

お

て

し

く



 
 

関係者各位，

 

平素は，教

さて，教育

た．発表して

たい，力試し

の先生方，ふ

 

１）開催地

開催地

開催都

北海道 

千歳市 

北信越 

長野市 

関東 

銚子市 

東海 

名古屋

関西 

大阪市 

中国 

広島市 

四国 

高松市 

九州 

福岡市 

沖縄 

那覇市 

 

※各種情報

 

， 

教育システム

育システム情

てみたいけれ

しをしてみた

ふるって発表

区・開催都市

区 

市 

開催場

実行委

千歳科

小松川

信州大

新村正

銚子

山本樹

市 

愛知県

浦尾彰

関西学

河野稔

広島工

松本慎

香川大

林敏浩

九州工

坪倉篤

琉球大

谷口祐

報が未定箇所

 

ム情報学会の活

情報学会 人材

れども学会はち

たい，という院

表申し込みの

市 開催場所

場所・開催日 

委員長（連絡先

科学技術大学 

川浩（千歳科学

大学教育学部 

正明（信州大学

（予定） 201

樹（尚美学園大

県立大学サテラ

彰（鈴鹿工業高

学院大学大阪梅

稔（兵庫大学）

工業大学五日市

慎平（広島工業

大学幸町キャン

浩（香川大学）

工業大学サテラ

篤志（日本文理

大学総合情報処

祐治（琉球大学

所は今後のニ

2016 年

発表者

活動にご協力

材育成委員会

ちょっと…と

院生諸君，指

ほど，お願い

所・開催日

先） 

2017 年 3 月

学技術大学）

2017 年 3 月

学）（仮） hse

7 年 2 月 28 日

大学） t-yam

ライトキャンパ

高等専門学校）

梅田キャンパス

 kawano@h

市キャンパス

業大学） s.m

ンパス 2017 年

 hayashi@e

ライト福岡天神

理大学） tsub

処理センター2F

学） taniguch

ニューズレタ
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年度 JSiSE

者募集のお知

 

力頂き，あり

会では，恒例

という学生諸

指導教員とし

い申し上げま

実行委員長

4 日（土） 

hiroshi@pho

4 日（土） 

e-submit@jsis

日～3 月 1 日

mamoto@b.sho

パス（名古屋駅

 urao@info

ス 2017 年 2 月

hyogo-dai.ac.j

2017 年 2 月

atsumoto.gk@

年 3 月 3 日（

eng.kagawa-u

神 2017 年 3 月

bokura@nbu.a

F 第 3 実習室

hi@cc.u-ryuky

ターなどでご

学生研究発

知らせ（第

教育シス

がとうござい

例の「学生研

諸君，自分の研

て，年度のま

ます． 

長情報 

oton.chitose.ac

se.org 

（合宿形式）

obi-u.ac.jp 

駅前） 2017 年

.suzuka-ct.ac

月 28 日（火）

p 

下旬～3 月上旬

@cc.it-hiroshim

金） 

u.ac.jp 

月 7 日（火）

ac.jp 

2017 年 3 月

yu.ac.jp 

ご連絡いたし

発表会 

第２報） 

ステム情報学

います． 

研究発表会」を

研究に関して

まとめとして

c.jp 

年 3 月 6 日（

.jp 

 

旬 

ma.ac.jp 

月 3 日（金） 

します． 

学会 人材

を下記の通り

て，広くアドバ

て発表させたい

月） 

材育成委員会

り企画しまし

バイスを求め

い，とお考え

会 

め

え
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２）発表方法： 

＊研究発表（口頭発表） ＊ポスター発表（会場によっては募集しておりません．） 

 

３）発表資格： 

大学生（短大生，高専４・５年生・専攻科を含む），大学院生（修士課程，博士課程在籍者）．社会

人学生も参加可能です． 

＊JSiSE 正会員である推薦人（指導教員または関係者）の推薦が必要です． 

＊留学生の方の発表（英語・日本語）の発表も歓迎します． 

＊発表場所（地区）は，自分の所属する大学等の場所と一致していなくても結構です． 

＊発表申し込み方法：以下の「JSiSE 学生研究発表会発表申込方法」参照のこと 

以上 

 

JSiSE 学生研究発表会 発表申込方法 

◆発表申込について 

 電子メールにて，以下の７項目を記入した発表申込書（末尾記載）と発表要約を添付書類にして，2017
年 1 月 27 日（金）までに希望する開催場所（地区）の連絡先メールアドレスに送ってください．送り先

は，「開催地区・開催都市一覧」を参照のこと．所属大学の所在地にかかわらず，どの開催場所で発表し

ても構いませんが，JSiSE 正会員である推薦人（指導教員または関係者）とあらかじめ相談しておいて

ください． 
 項目：①氏名（ふりがな） ②学校名 ③学部・学年 ④JSiSE 正会員である推薦人の 所属・氏名・

E-Mail アドレス ⑤発表希望場所 ⑥口頭発表希望 or ポスター発表希望（地区によっては無いところ

があります．）⑦発表題目と発表要約（200 字程度） 
 
◆発表の採否について 

 発表の採用・不採用については，実行委員会で発表要約を審査後，2017 年 2 月 3 日（金）までに結果

を通知します．発表希望件数が多数の場合は，推薦人１名あたりの発表件数を制限させていただく場合

があります．ご了承ください． 
 
◆発表原稿と発表について 

 発表が採用された場合は，2 月 13 日（月）までに発表原稿を提出いただきます．発表原稿は希望する

開催場所（地区）の実行委員長のメールアドレスに e-mail に添付して送ってください．発表原稿は， 
① フォント埋め込み済みの PDF に限ります．②原稿枚数はＡ４サイズで２ページ以内です． 
③ 原稿にページ数を入れないで下さい．④発表申込書に記載した発表題目から変更する場合はその

旨を必ず連絡ください． 
発表原稿フォーマットは，JSiSE 全国大会発表フォーマット（注）に従うものとします．発表時間は，

研究発表１件につき 20 分（発表 15 分，質疑応答 5 分）の予定です．優秀な発表は，学会長名にて表彰

します．詳しくは，開催地区の実行委員長にご確認下さい． 
 
（注）JSiSE 全国大会発表フォーマットは下記などからダウンロードして利用ください． 

http://www.jsise.org/taikai/2016/template/template.docx 
http://www.jsise.org/taikai/2016/template/template.pdf 
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また，発表原稿といっしょに著作権利用許諾書を提出ください．著作権利用許諾書の様式は以下からダ

ウンロードしてください． 

http://www.jsise.org/utility/copyright.html 
 

2016 年度 JSiSE 学生研究発表会 発表申込書 

代表者氏名（ふりがな）  

学校名  

学部・学年  

JSiSE 正会員である推薦人の所属・氏

名・E-Mail アドレス 
 
 

発表希望場所  

口頭発表希望 or ポスター発表希望  

発表題目  

発表要約（200 字以内） 

 
 
 
 
 

注意： 

発表原稿の題名，発表者名（共著者を含む），発表者の所属，発表原稿の内容は，学会本部の Web サイトに１

年程度掲載（閲覧には簡単なパスワードが必要）します． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

北信越支部

するため，

内容は，論

論文投稿を

過去の２

コメントもい

ます． 

また，数多

学位取得２名

 

いままで

の皆様が指導

本年度は 

 2017 年

で開催を予

 

このワー

集とあわせて

詳細は，北

 

「成果発表

ております．

 

北信越支部

北信越支部

 
 
 

部では，広

【成果発表を

論文執筆を

目指している

回のワークシ

いただけま

多くのコメン

名など．それ

は，北信越支

導されてい

年 3 月 3 日(金

予定してお

クショップは

て募集いた

北信越支部

表を磨く」実

．  

部 Web サイ

部 Facebook

 

く教育工学，

を磨く】とい

目標とした研

る修士生によ

ショップでは

した．これら

ントをいただ

れぞれに成果

支部を対象

らっしゃる学

金) 信州大

ります． 

は，北信越支

します． 

Web サイト

実践的な機会

イト：http://w

k：https://w

 

北信越

「成果発表

教育システ

いうワークシ

研究のまとめ

よる研究発表

は，講演をい

らの様子は，

だいた博士課

果をあげてい

としておりま

学生を対象と

学教育学部

支部学生研究

またはメー

会です．是非

www.jsise.o

www.faceboo
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越支部主催

表を磨く」開

テム情報学を

ショップを開催

めかたに関す

表と，論文執

いただいた仲

北信越支部

課程学生のみ

いらっしゃい

ましたが，今

としたワーク

（長野県長野

究発表会との

リングリス

非，登壇もご

org/hse/ 

ok.com/jsise

催ワークショ

開催・募集

を研究する学

催してまい

する講演とと

執筆と目標と

仲林会長や北

の Web サイ

みなさんは論

います． 

今年度より，

クショップへ

野市） 

の併催となっ

トを通じてご

ご検討くださ

ehse/ 

ョップ 

集のお知らせ

学生・若手研

りました． 

ともに，学位

とした議論を

北信越支部会

イトや Faceb

文採録１名，

全地区の学

へと拡大いた

っており，学

ご案内いたし

さい．みなさ

せ 

研究者の自己

位取得を目指

を行うもので

会員の教員よ

book にてご

，国際コンペ

学生会員もし

たします． 

学生研究発表

します． 

さまのご参加

己研鑽を支援

指す博士生や

です． 

より，多くの

ご覧いただけ

ペ表彰１名，

しくは，会員

表会の発表募

加をお待ちし

援

や

の

け

員

募

し



 
 

 

 

 

 

[講演会] 

■日時：20

■会場：名古

■講師：鈴木

 演題：「反

高

発的

ミ

授業

生

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 海

16 年 10 月 1

古屋工業大学

木聡先生（大

反転学習とペ

高度情報化

的に問題を解

ング実習にお

業を導入した

の学習行動の

海 支 部

1 日(土) 14

学 1 号館 813

大阪経済法科

ペアプログラ

・複雑化する

解決する能力

おいて、動画

た。そして学

の違いを検討

部 よ り 

:00～ 

3 室 

科大学） 

ミングによ

る現代におい

力の養成は急

画による事前

学習支援シス

討し、今後の

活 動
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る大学生の

いて、プログ

急務である。

前学習とペア

ステム上の各

の学習環境改

報 告 

プログラミン

グラミングや

これを踏ま

アプログラミ

各種データの

改善の提案を

ング学習の実

や ICT 活用、

まえ、工学系

ミングによる

の分析により

を試みた。 

実践」 

他者との協

系学部生対象

る対面授業か

高成績学生

協調を通じ自

象のプログラ

からなる反転

生・低成績学

 



 
 

  

 ８月下旬よ

は原則として

学会事務局分

り，Faceboo

 

     htt

 

 

 

教育システ

 ・論文・発

 ・本学会

などを，い

Facebook ユ

 

       htt

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より，全国大

て当学会の広

分室（secret

ok ページの投

tps://twitter

2016 年 9

 

ム情報学会で

発表募集 

に関連するイ

ち早くお届け

ーザの方は

tps://www.f

2016 年 9

大会開催に合

広報を目的と

tariat@jsise.o

投稿が Twitt

.com/JsiseP

9 月 25 日現

では Faceboo

イベントの情

けします．ぜ

，ぜひ，「い

facebook.co

9 月 25 日現

 

Twitter

合わせて学会

とした配信専

org）へお願い

ter にも流れ

Pr 

現在, フォロ

Faceboo

ok ページを運

情報 

ぜひ，ご覧下

いいね」をお

om/jsise.org/

現在,いいね
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アカウン

会の公式 Twit

専用としてお

いします．ま

れますので，

ロワー数 123

ok ページ

運用していま

下さい． 

お願いいたし

/ 

265 件 

ント開設し

tter アカウン

おります．本

また，Faceb

ぜひご活用

3 アカウント

ジもご覧く

ます．本ペー

ます． 

しました 

ントを開設し

学会へのご質

ook アカウン

（フォロー）

ト 

ください 

ージでは， 

しました．本

質問・お問い

ントとの連携

）ください．

アカウント

い合わせは，

携も行ってお

 

お
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他団体 協賛・後援のお知らせ 

 

 

協賛 「高校教科『情報』シンポジウム 2016 秋 - ジョーシン 2016 秋」 

日時：2016 年 10 月 29 日（土） 

会場：早稲田大学西早稲田キャンパス（理工学部） 

http://sigps.eplang.jp/index.php?%B9%E2%B9%BB%B6%B5%B2%CA%A1%D6%BE%F0%CA%F3%A1%D7%A5%B7%A5%F

3%A5%DD%A5%B8%A5%A6%A5%E0 

 

後援 「第 16 回日本情報オリンピック」 

日時：予選：2016 年 12 月 11 日（日） 

   本選：2017 年 2 月 11 日（土）・12 日（日） 

会場：つくば国際会議場・国立オリンピック記念青少年総合センターほか 

http://www.ioi-jp.org/joi/2016/ 
 

協賛 「モバイル学会：シンポジウム モバイル’17」 

日時：2017 年 3 月 9 日（木）～10 日（金） 

会場：大阪大学人間科学部 

http://www.mobilergo.com/siteapps/1022/htdocs/?page_id=896 

 

協賛 「IEEE-SMC2018」 

日時：2018 年 10 月 7 日（日）～10 日（水） 

会場：シーガイア国際会議場（宮崎市） 

http://www.smc2018.org/ 
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会費納入のお願い 

 

2016 年度年会費納入についてのお願いです．学会の活動は皆様の会費で支えられていますので，ご協

力のほどどうぞよろしくお願いします． 

 「クレジット決済」，「コンビニ決済」をご希望の方は，下記のマイページよりお手続をお願いいた

します． 
URL https://bunken.org/jsise/mypage/Login 

※会員専用ページの URL は，会員情報管理システムの業務委託 

                        をしております，株式会社国際文献社のものになります． 

 

 

 「銀行振込」をご希望の方は，下記のいずれかの口座へお振込みをお願いいたします． 

 

■振込先 

◆ゆうちょ銀行 
口座記号番号： 00180-6-709632 

  加入者名： 一般社団法人教育システム情報学会 
  フリガナ： シャ）キョウイクシステムジョウホウガッカイ 
 

※他金融機関からゆうちょ銀行に振込む場合 
銀行名：ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900） 
店名：〇一九 店（ゼロイチキユウ店）  預金種別：当座  口座番号：0709632 
名義：一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ： シャ）キョウイクシステムジョウホウガッカイ 
 

◆三菱東京 UFJ 銀行（金融機関コード：0005） 

店名： 上新庄支店（カミシンジョウ支店） 
預金種別：普通  口座番号：0142708 
名義：一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ： シャ）キョウイクシステムジョウホウガッカイ 
 

◆みずほ銀行（金融機関コード：0001） 
店名：茨木 支店（イバラキ支店） 
預金種別：普通  口座番号：1399483 
名義： 一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ： シャ）キョウイクシステムジョウホウガッカイ 

 

 

 請求書・領収書（支払い後）は，マイページでオンライン発行できます． 

 請求書・領収書の郵送をご希望の方は，事務局（secretariat@jsise.org）までご連絡ください． 

※団体名でお振込みいただきますと，個人を特定できない場合がございますので，振込名に会員番号ま

たはお名前をご入力いただくか，難しい場合は，振込内容を事務局までご連絡いただければ幸いです． 
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【2015 年度あるいはそれ以前の会費を支払われていない方】 

マイページでは，すべての会費が合算された金額が請求されます．先に 2015 年度分のみのお支払いを希

望される方は，先に郵送された払込用紙付請求書をご利用になるか，学会事務局（secretariat@jsise.org）

までご連絡下さい． 

 

※会費のお支払いが確認できない場合，学会からの送付物を停止させていただく場合があります．また，

定款の定めに従って除名手続きを進めさせていただく場合があります． 

 

ご不明な点は，事務局（secretariat@jsise.org）までお問合せ下さい． 

 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 アカデミーセンター 
Tel:03-5937-5816 Fax:03-3368-2822 Email：secretariat@jsise.org 

  



 
 

 

 会員専

 
  URL：

※会員専用ペ

のになりま

 
 

■会員専用ペ

1. 会員

2. 年会

3. 会費

4. パス

 

会員種

すが JSiS
ログイ

要となり

パスワ

いました

今後と

 
 

学会誌

 
㈱毎

 
株式会

〒100
TEL 
Mail 

 

 

 

 

■JSiSE 

この機

■年間購

専用ページ

https://bun

ページの UR

ます． 

ページでは，

員個人ページ

会費納入状況

費の納入，ク

スワードの変

種別，フリガ

SE 事務局会

インには，名

ます． 
ワードをお忘

たら，JSiSE 事

とも教育シス

誌・研究会

日学術フォー

会社 毎日学

0-0003 東京
: 03-6267-45
: maf-sales@

会員の方で

機会にぜひ年

購読料 4,00

ジのご案内 

nken.org/jsis

RL は，会員

，以下のこと

ジでの，現在

況の確認 

クレジット/コ

変更 

ガナ，研究報

員窓口（sec
名簿システム

忘れになった

事務局会員窓

ステム情報学

会報告の

ーラムまでお

学術フォーラ

京都千代田区
550 / FAX

@mycom.co.jp

で「研究報告

年間購読され

00 円 / 年 6

se/mypage/L

情報管理シ

とが可能にな

在の登録情報

コンビニ決済

報告年間購読

cretariat@jsis
（2015 年 1

場合は，上記

窓口（secreta
学会の活動に

バックナ

お申し込みく

ラム 
区一ツ橋 1-1-
X : 03-6267-
p / URL

告」の年間購

れますようお

回発行 ＜送
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事務局よ

Login 

ステムの業務

なります．

報の確認・変

済 

の登録等はマ

se.org）まで

月にログイ

記ウェブサイ

ariat@jsise.o
にご理解ご協

ナンバーの

ください．

-1 パレスサイ
-4555 
: http://maf.

購読をご希望

おすすめいた

送料込＞ 

より 

務委託をして

更 

マイページで

ご連絡をお願

イン）でご利

イトにて照会

rg）までご連

協力のほど，

のお求めは

イドビル 2 階

mycom.co.jp

の方は，事務

たします．

ております株

では変更でき

願い致します

利用いただい

会できます．

連絡ください

何卒よろし

は 

階 

p 

務局分室まで

     

株式会社国際

きませんので

す． 
た ID とパス

何かご不明

い． 
くお願い申

でご連絡くだ

     

際文献社のも

で，お手数で

スワードが必

明な点がござ

し上げます．

ださい．

    

も

で

必

ざ

． 



 
 

新入会

下記の皆様が

 

氏名 

永井 立雄 

ROUX Pe

河内 康文 

中原 陽三 

佐渡山 要 

上野 春毅 

岡本 恭介 

 

 

入会の
 

 入会をご希

し込みをお願

いたします

られました

 

 

 

会員のご紹

が新しくご入

etrus Willem 

のご案内 

希望の方は，

願いいたしま

．教育分野

ら，是非ご紹

※現在，本

    入

そち

紹介 

入会されまし

会員種別

正会員

正会員 

正会員 

正会員 

学生会員

学生会員

正会員 

，下記のサイ

ます．後日，

における情報

紹介をいただ

URL : h

本学会開催の

入会金を無料

ちらも，合わ

した． 2016

別 

（購読） 

員 

員（購読） 

イトよりオン

，事務局から

報通信技術の

だきますよう

http://www.j

☆キ
の研究会等で

料にさせて頂

わせてご案内
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6 年 7 月 21 日

 氏

 河

小

名

大

 金

斎

有

ンライン入会

ら入会金や年

の利用に関す

うお願い申し

jsise.org/ad

ャンペー
で，会場にて

頂くというキ

内いただきま

日～2016 年

氏名 

河合 孝尚 

小川 真里江 

知 浩一郎 

大田 博 

金子 徹哉 

斎藤 正武

有田 亜希子

会申込フォー

年会費のお支

する学術研究

し上げます．

mission/ind

ーン☆ 
て新規お申し

キャンペーン

すようお願

9 月 20 日 

ームにアクセ

支払い方法な

究に興味のあ

 

dex.html 

込みいただい

ンを行ってお

いいたします

会員種別 

正会員（購読

正会員 

学生会員 

正会員 

正会員 

正会員 

正会員（購読

セスしていた

などをメール

あるお知り合

いた方には，

おります． 

す． 

） 

）

ただき，お申

ルにてご案内

合いの方がお

， 

申

内

お


